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３　活気あふれる産業がある

①　農林業の振興

３

　令和３年から２年間で「高品質・良食味米生産プロジェクト」に取り組んでいます。
　このプロジェクトは、きめ細かな水管理を行うため自動給水装置をスマートフォンで遠隔操作する水管
理の超省力化と、理想的な水管理を実現できるソフトウェアの活用や前年圃

ほじょう

場データに基づき肥料散布量
を自動調整する「可変施

せ

肥
ひ

」を実施し、その結果を食味収量コンバインでデータ収集し、分析をしています。
　本町の農業の最大の魅力である「おいしい米づくり」をデータに基づき実践できるようリモートセンシ
ングや営農管理システムの研修会も開催し、町内農家や農業関係団体に情報発信をします。
　農業の魅力を小中学生に知ってもらうため、スマート農業授業も実施します。

高品質・良食味米生産プロジェクト	 171万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ）

スマート農業授業 水管理現地研修会

活気あふれる産業がある活気あふれる産業がある
３

掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています。

ＱＲコードからリンク→
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３　活気あふれる産業がある

〈令和４年度　予算〉

３

　高齢化や労働力不足による農家１戸当たりの農地面積の拡大に対応するためには、農作業の省力化・効
率化が欠かせません。こうした中、最先端技術を活用した「スマート農業」が注目を集めています。
　町は、スマート農業の推進を図るため、農作業の省力化につながる「ＧＰＳ直進アシスト機能付き田植
機」、「農薬散布用ドローン」、「自動操舵システム」の購入費用の一部を補助します（令和４年度が最終年
度です）。

町補助開始 導入実績（普及率） 補助額
ＧＰＳ直進アシスト
機能付き田植機 Ｈ30 63台（24％） ポット：30万円

マット：20万円
農薬散布用ドローン Ｒ１ 72台（38％） ３割（上限50万円）
自動操舵システム Ｒ３ ９台（４％） ３割（上限50万円）

スマート農業機械の購入助成	 1750万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ）

ＧＰＳ機能付き田植機 農薬散布用ドローン 自動操舵システム

農産物などのＰＲ推進	 100万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ）

　新十津川町の農産物やお米シロップなどの特産
品のＰＲして取り組みます。
　札幌市で農産物直売の開催や、道庁赤れんが前
で開催されるフェスタへ参加するほか、町内およ
び近隣市町へのＰＲのため、令和４年度から役場
前での農産物直売を開催します。
　また、開催時にはチラシを作成し配布するなど、
広く町のＰＲを行います。

農業者への緊急支援	 693万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ）

　令和４年産水稲を作付けする農業者の生産意欲
向上のため、水稲種もみ１袋（20㎏）につき1100
円を助成します。
　また、農業所得の減収を補う緊急融資制度によ
り借り入れした農業者に対し、資金に係る利子の
一部を助成します。

【水稲種籾購入費助成事業】	 660万円
【農業経営緊急支援資金利子助成金】	 33万円

札幌での農産物直売
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３　活気あふれる産業がある

３

有害鳥獣の駆除	 822万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ）

○エゾシカ対策
　エゾシカによる農業被害を防止するため、猟友会に有害鳥獣駆除を委託するとともに、くくりわなの貸
し出しを行います。また、捕獲の新たな担い手対策として、猟銃の狩猟免許、所持許可および物品など取
得費用の助成のほか、わな免許の取得助成や電気止めさし取得費用の助成、くくりわな研修会を行います。

○アライグマ対策
　町のアライグマ生息数は、これまでの対策により減少傾向となりましたが、引き続き生息数を減少させ
るためには捕獲対策を継続する必要があることから、捕獲報奨金の支給（３～６月の重点捕獲期間は2000円、
その他の月は1600円）や箱わなの貸し出しを引き続き行います。
　また、研究機関の協力により生息調査から得られた成果や捕獲体制について、道への協力を通じ町の取
り組みが広く普及するよう進めます。

＜財源内訳＞
道の補助金など	301万円
町の負担	 521万円

アライグマの搬入圃場に現れたエゾシカ

熱供給センターの運営	 3001万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ）

　ふるさと公園内の熱供給センターに設置した木質バイオマスボイラーを使用し、ホテルグリーンパーク
しんとつかわ、スポーツセンター、温水プールに熱の供給を行います。
　燃料となる木質チップは、町内の森林から搬出された間伐材などを活用し、町内の加工場でチップに加
工されたものを使用します。

＜財源内訳＞
供給先の負担	 750万円
町の負担	 2251万円

チップ加工

チップ搬入 熱供給センター 温泉の熱源にも利用

各施設に熱を供給

バイオマスボイラー
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３　活気あふれる産業がある
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②　商工業の振興

３

森林整備の促進	 1106万円 林道の維持管理	 1348万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ） （担当：建設課土木グループ）

　町内の森林整備や伐採した木の運搬費用、運搬
するための作業道を補修する費用の一部などを助
成します。
　費用の一部を助成することにより、森林の整備
を促し、適切な森林環境を保ちます。
　助成の費用は、国から譲与される森林環境譲与
税を活用します。

＜財源内訳＞
森林環境譲与税基金	 1106万円

　町が管理する林道の草刈りや砂利敷きなどの維
持管理を行います。
　また、令和４年度は、崩落により通行止めにし
ている林道泉線（大和区）の復旧工事を行います。

＜財源内訳＞
道の管理協定負担	 48万円
町の負担	 1300万円

中小企業者などへの支援	 8491万円
（担当：産業振興課商工観光グループ）

　中小企業者などを支援するた
め、４つの事業に取り組みます。

１　事業資金保障融資
　運転資金や設備資金などの
事業資金をあっせんし、この
制度による融資への利子補給
を行います。

２　制度資金の利子補給
　町が指定する国や北海道の
融資制度による融資への利子
補給を行います。

【町が指定する融資制度】
⑴日本政策金融公庫

・国民生活事業
・農林水産事業

⑵北海道中小企業総合振興資金
・ライフステージ対応資金
・経済環境変化対応資金
・一般経営資金

３　企業施設設置に対する優遇
　町内で企業施設を新たに設
置または増築や移設をするた
めに投資をした企業や設備投
資をした企業に対し、優遇措
置を行います。
⑴投資に対する優遇措置
　投資額の20％を助成
⑵その他の優遇措置
　・固定資産税の免除
　・設備等賃借料の助成
　・町民雇用に対する賃金等

の助成
４　中小企業者の取り組み支援

　中小企業者が主体的に行う
次の取り組みを支援します。
⑴店舗の新築・改装など
⑵地場産品の開発など
⑶販売促進の取り組み、観光

イベントの実施など

⑷知識や技術修得のための研
修受講など

⑸人材を確保するための新た
な取り組みなど
　 ＮＥＷ‼
⑹経営する事業を後継者に引
き継ぐ取り組みや、後継者
が引き継いだ事業の経営を
継続する取り組みなど

※各助成制度には、対象要件や
補助率、上限の金額および期
間があります。

伐採作業の様子 林道泉線（崩落箇所）

新築助成を受けた加工場
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３　活気あふれる産業がある

③　観光の振興

３

キャンプ村のリニューアル「しんとつかわキャンプフィールド」	 489万円
（担当：産業振興課商工観光グループ）

　令和３年度に改修工事を行った青少年交流キャンプ村が「しんと
つかわキャンプフィールド」としてリニューアルオープンします。
・テントサイトを、車両を駐車できコンセントも使えるオートサイ

トとして11区画整備しました。
・トイレには風除室を設置し、出入口にエアカーテンを設けること

で虫などを入りづらくしたほか、洗面カウンターと便器も更新し、
より衛生的で快適な施設としました。

・炊事棟には、足洗い用の簡易シャワーを新設しました。
・キャンプフィールドの北側に展望デッキを造成しました。

●使用料が変わります

奈良県・十津川村三者協定ＰＲ	 178万円 観光ＰＲの推進	 700万円
（担当：産業振興課商工観光グループ） （担当：産業振興課商工観光グループ）

　奈良県・十津川村・本町の三者協定による特産
品や観光情報のＰＲを行います。
　東京都（新橋）にある奈良県のアンテナショッ
プや十津川村のイベントなどで、ＪＡピンネ、商
工会、振興公社と協力し、町の農特産物をＰＲ、
販売します。
　また、町内では、物産館（くじら館）で奈良県
や十津川村の特産品を取り扱うほか、各イベント
でも十津川村産キノコなどの特産品をＰＲ、販売
します。

○新十津川町応援大使の任命・活動促進
　町応援大使で彫刻家の五十嵐威

た け

暢
の ぶ

さん、歌手の
さだまさしさんに町の魅力を発信していただきま
す。
○名刺台紙の作成
　町をＰＲできる名刺台紙を
新たに４種類作成し、希望者
に無料で提供します。

○とつかわこめぞーによる町のＰＲと観光振興
　各種イベントへの「とつかわこめぞー」の出演
により、町のＰＲ、イメージアップを図ります。

11区画整備したオートサイト

風除室を設置したトイレ棟

三井アウトレットパークでのＰＲ

名刺台紙イメージ

▼令和３年度まで	 （単位　円）
利用者区分

使用施設等 町民 町民
以外

バンガロー
６人用
１棟 3,000 6,000

４人用
１棟 2,000 4,000

テントサイト １張り 700 1,400

▼令和４年度から	 （単位　円）
期間区分

使用施設等 繁忙期 通常期

バンガロー
６人用
１棟 6,000 3,000

４人用
１棟 4,000 2,000

オートサイト １区画 3,000 1,500
○繁忙期…宿泊する日が７月15日から８月15日までの日または、宿泊する日とその翌

日が、いずれも土・日・祝日休みとなる日（通常期は、繁忙期以外の日）
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３　活気あふれる産業がある

〈令和４年度　予算〉

３

ふるさと公園のリニューアル	 4億3482万円
（担当：産業振興課商工観光グループ）

　ふるさと公園再整備基本計画に基づく、公園のリニューアル
（再整備）事業として、令和３年度から４年度にかけて整備し
ます。
　青少年交流キャンプ村のリニューアル工事に続き、水景施設、
大型ネット遊具、休憩施設などの整備工事を行い、令和５年の
大型連休中のグランドオープンを計画しています。

〈令和４年度の主な整備内容〉
○幼児が遊べるチャプチャプ池や噴水がある水遊び場（水景施設）を

整備します。
○大屋根やトイレがある休憩施設を建設し、その近くにバーベキュー

スペースを設けます。
○テラス状の大屋根を設け、その下にテーブル・椅子などを配置し、

休憩や飲食に適した空間をつくります。
○ウォールクライムや滑り台などがある大型ネット遊具や幼児用の

ネット遊具を設置します。

ふるさと公園の再整備イメージ図

噴水イメージ

大型ネット遊具イメージ


